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説 明 会 ・ 面 接 会 い よ い よ 始 動 し ま す ！

ま ち づ く り の 基 盤 を 支 え る 仕 事
『株式会社シードコンサルタント』は奈良県奈良市にある
土木建築コンサルタントの会社です。主な仕事の内容は、
官公庁や民間企業から受注して行う、土木・建築設計や測
量、地質調査などです。
今回は代表取締役の峯さんと、取締役の古川さんに『街
づくりの基盤を作る』仕事についてお話を伺いました。
株式会社シードコンサルタントが、『街づくり』としてこれま
で経験してきた仕事は、都市計画から、公園整備や景観

令和3年6月29日（火）に、奈良県文化会館にて「わかも
の応援合同企業説明会」が開催されます。約40社の企業
が参加予定の対面式の説明会です。「奈良県で働きた
い！」という気持ちが少しでもある方は、ぜひ説明会で、企
業の方と直接会ってお話をしてみてください。魅力的な企
業に出会い、今まで知らなかった業界や仕事を見つける
チャンスです。
当日、会場では、奈良新卒応援ハローワークの就職支
援ナビゲーターが相談ブースを設置しますので、お気軽
にご相談ください。
そして、令和3年7月13日（火）には、ハローワーク奈良で
「合同企業面接会」を開催します。ご参加いただく３社は、
前出の合同企業説明会にも参加される企業です。面接会
へのご参加を希望される方は、奈良新卒応援ハローワー
クまでご連絡ください。
今回は説明会と面接会にご参加いただく、『株式会社
シードコンサルタント』でお話を伺いました。

デザイン、道路や橋梁、河川、上下水道の整備まで多岐
にわたります。昭和42年の設立から50年以上にわたって
『街づくり』に関する技術を蓄積してきました。
会社のホームページやブログには、今まで携わってきた
仕事が紹介されていますが、皆さんの知っている場所もあ
るかと思います。
これまで携わってきた数多くの仕事の中で、記憶に新し
い仕事について尋ねると、峯さんは滋賀県の調教馬育成
牧場のことを教えてくれました。「全体の構想から、土木設
計にかかる計画、設計、許認可までを担当しました。直線１
キロメートルの調教坂路や１キロメートルのトラックなどがあ
り、全国的に見ても、めずらしく、設備の充実した牧場で
す。」

会社外観

株式会社 シードコンサルタント
http://www.seedcon.co.jp/

事業内容

官公庁及び民間企業から受注し、土木設計、開発許認
可及び測量、地質調査、環境影響調査を行う

本社所在地
奈良市芝辻町２丁目１０－６

奈良新卒応援ハローワーク公式ＬＩＮＥ始めました！
イベント情報など就活に関する情報をお届けします。



業界未経験からのスタートを歓迎します

株式会社シードコンサルタントの従業員数は47名です。
奈良県内に本社を置く、同業種の企業と比較すると規模
は大きいですが、大企業ほど人数は多くありません。「人
数が多すぎないからこそ、堅苦しくなく、仲良くフランクに
話ができる雰囲気です。会社としても、３か月に１回飲み
会を開くなど、社員同士のつながりを大切にしていま
す。」と峯さんはお話されていました。
お客様や下請け企業があってこその仕事であるため、
社外の人とも話す場面も多くあります。また、『街づくり』に
おいては、周辺に住む方々へ向けて技術的なお話をす
る場面もあります。話をするのが好きだと、仕事もしやすく
なるそうですが、社員全員が人前で話すことが得意なわ
けではありません。そこで、「話すトレーニングとして、朝礼
では、自由なテーマで３分間スピーチを実施しています
（現在は新型コロナウイルス感染防止のため実施を見合
わせています）」と古川さんは教えてくれました。
「少しでも興味を持ってくれた方は、まずは会社見学で、
社員が働く様子を見に来てください。どんな仕事をしてい
るのか、どんな雰囲気か、まずは知ってほしいと思いま
す」と就活中の皆様へのメッセージをいただきました。

資格取得をしっかりサポート

測量や地質調査、設計などの業務に携わるには、技術
や資格が不可欠ですが、株式会社シードコンサルタントで
は、技術や専門的な知識のない方の採用・育成に積極的
に取り組んでいます。今までも専門的な技術や知識がな
い、業界未経験の社員を採用してきました。
では、専門知識がない状態から、どのようにしてスペシャ
リストを育てていくのでしょうか。
株式会社シードコンサルタントの社員育成のポイントは、
社内に講師がいることです。新入社員が入社すると、約３
年間、配属先での日々の業務に加えて、週に１回程度社
内の講師による基礎講習を受講します。この基礎講習で、
大学の土木専門学部で学ぶような知識を、幅広く習得し
ていきます。
実務においては、先輩社員が指導担当となり、仕事を進
めていきます。「ここ数年、継続して若年者の採用ができて
いるので、比較的年齢の近い先輩社員に指導をお願いし
ています。わからないことも質問しやすい環境だと思いま
す」と峯さんはお話しされていました。
また、測量や設計などの業務においては、3DCADなど
を使用しますが、こちらも最初はわからないのが当たり前、
という考えのもと、マニュアル片手に線を引くところから練
習し、わからないところは先輩社員に教えてもらいながら、
スキルを取得していきます。

中小企業だからこその
職場の雰囲気が自慢です

「この仕事において資格は必要不可欠。会社としてしっ
かりサポートをしています」と、資格取得支援について古
川さんにご説明いただきました。

「まず、取りたい資格に応じて、社内で講習を受けること
ができます。講習は新入社員に限らず、中堅社員がキャ
リアアップを目指す場合にも受講できます。 そして、会
社で定めた資格試験を受験し、合格すれば受験料や当
日の交通費が支給されます。特定資格の合格者には奨
励金も支給しています。さらに、資格取得すると、資格手
当が支払われるので、給料アップにもつながります。」
官公庁から受注した仕事では、携わる人の資格と名前
が登録されるので、街づくりに携わったという記録が残る
のもやりがいの一つになるそうです。
日々の業務に、資格取得の勉強にと忙しい毎日ですが、
土日祝休みで年間休日120日以上とメリハリのある働き方
ができます。有給休暇も基本的には、休みたいときに取
得しますが、休暇の取得も忘れて仕事に励む社員には、
6月から10月の間に５日間計画的に夏休みを取得するよ
うに指導するなど、リフレッシュできる環境づくりに励んで
いるそうです。
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